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指導事例３ 英語Ⅱ（第３学年）

Ⅰ 学習指導計画
〔 〕内の記号は評価規準との関わりを示す。１ プロジェクトの目標

「 」 、 。( ) 英語版 観光案内パンフレット 作成を通して 基礎的表現を定着させ自己表現を奨励する1
〔 〕A1, A2, A3, B1, B2, D1

( ) 共同学習を通して、コミュニケーションを図ろうとする態度を養う 〔 〕2 A4, B3, D3。

( ) 地元の産業について理解を深める。 〔 〕3 D2

２ 目標の設定理由

英作文のトピックを、生徒たちの地元である「那須の観光地」とした。那須は有数の観光地で

あり、外国からの観光客も多数訪れる。そのような観光客を対象に、生徒たちの体験談を含んだ

観光案内の配布を考えた。外国人の観光客に那須を紹介する活動を通して、生徒自身の地元理解

。 、 、 。になると考えた また 相手を意識して書くことで 生徒の学習への動機付けにもなると考えた

３ プロジェクトの評価規準

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

自ら学んだ表現や進ん 伝えたい情報や考えを 文字や符号などを使いA1 B1 D1
で集めた情報などを使 正確に書くことができ 分ける知識を身に付け

い書いている。 る。 ている。

必要に応じて辞書など 伝えたい内容 読み手 地元の産業等を理解しA2 B2 D2、 、

を活用している。 目的に応じて、語句や ている。

自ら進んで書いたもの 表現を選択し適切に書A3
を読み直し、意欲的に くことができる。

書き直したりしてい

る。

（発表時の評価規準）

理解してもらえるよう 伝えたいポイントを整 ジェスチャーや非言語A4 B3 D3
に別の表現で言い換え 理して発表することが 的コミュニケーション

たり説明して伝える工 できる。 の役割や用い方を理解

夫をしている。 している。

４ プロジェクトの指導計画

月 学習目標 生徒の活動 評価方法時 評価規準と

数 の関わり

・プロジェクトの趣旨を理解し５人程・プロジェクトの目
度のグループを作り、テーマを設定 観察10 1 的を理解する。 D2
する。役割分担の決定。

・観光案内や雑誌、情報機器を利用し11 1

・共同作業の趣旨を 観察
11 月 て各自のテーマについての情報を収

理解し協力する。 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
中 に 集する。また、直接現地に赴き担当 A1, D2
取 材 者や観光客にｲﾝﾀﾋﾞｭｰするなど、で

す る きるだけ「生」の情報を集める。

・基礎的な表現を定 ・入手した情報をまとめ 文章化する 観察2 、 。 A1, A2, B2
観察1 着させ自己表現を ・地図や写真 文章をレイアウトする、 。 B1, D1

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ12 1 奨励する。 ・文章、レイアウトを校正する。 A2, A3
・班ごとに発表し、自己評価、相互評 自己相互評価1 ・地元の産業につい A4, B1, B2
価、アンケートを実施する。 ｱﾝｹｰﾄて理解を深める B3, D2, D3



- 191 -

５ 本時(最終日)の目標

① 自分の集めた情報や考えを整理して、聞き手に分かりやすく発表する力を養う。

② 発表者の述べた内容について、確認したり説明を求めたりして、コミュニケーションを図ろ

うとする態度を養う。

６ 授業実践(最終日)の指導過程

段階 学習活動・内容 生徒の活動 教師の指導・支援 評価方法

導入 ・あいさつをする。 ・あいさつをする。 ・あいさつを通じ英

・ｳｵｰﾑｱｯﾌﾟ ・那須の観光地につ ・挙手をして英語で答 語を話しやすい雰

( 分) いて質問する。 える。 囲気を作る。10
展開 ・各班に分かれて発 ・各班で役割を分担し ・机間指導をしなが

( 分) 表準備をさせる。 音読練習をする。 ら発表準備の支援30
をする。

・ 那須の観光地」 ・発表の段取りを理解 ・生徒が分かりやす「

の発表についての し、発表の準備をす く説明できるよう

諸注意をする。 る。 に支援をする。

・発表の模範を示 ・自分たちの発表の参 ・発表例を示す。

す。 考にする。

・評価票を配付。 ・各観点ごとに、発表 ・評価の仕方を説明

者の評価の準備をす する。

る。 ・評価票で教師が

・班ごとに発表させ ・班ごとに発表する。 ・発表しやすい雰囲 班ごとに評価す

る。 発表者以外は発表者 気を作る。 る。

に集中し、評価票に ・評価票に基づい

基づいて評価する。 て自己評価・相

互評価する。

まとめ ・反省と振り返り ・アンケートに答え ・コメントをして、 ・プロジェクトの

( 分) る。 次回の活動へ向け 振り返りをす10
て意欲を喚起させ る。

る。

Ⅱ 指導と評価の工夫・改善点

、 。 、① 共同学習( )を導入し 工程表型のシラバスを作成した いつまでに取材Cooperative Learning
レイアウト、校正するかを考えた。さらに、制作の途中で共同で作業することを通して、人

と人とが協力してことばを学ぶ過程を大切にした。

② 「将来、きっと必要になるから学んでおこう」という学習観から「必要な時に、それに即応

して学ぶ」という学習観を導入した。

③ 「意味ある場面で意味ある言語活動」の視点から、ホテルの観光案内コーナーに作成したパ

ンフレットを置いてもらうという前提で始めた。

④ 情報機器(コンピュータ)を活用した。

⑤ 単なる英語版のパンフレットにならないように生徒による手作りを奨励し、実際に取材した

りする工夫を奨励した。

⑥ 作成した観光案内パンフレットを相互評価と自己評価の対象にした。

⑦ 作成段階で集めた段階的資料をファイルさせて、学習の振り返りができるように指導した。
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【最初の授業時に配布したプリント】

私たちの地元、観光地である那須を外国人に紹介しよう！！！

、 、 、 、 。●私たちの地域社会である那須は 温泉をはじめ ホテル ペンション レストランや様々なレジャー施設で有名です

これらの施設について外国から来た人たちにもっと理解してもらえるように、英語版の観光案内を作成したいと思い

ます。つきましては、那須の観光案内や観光雑誌、パンフレット、情報機器（インターネットなど）を最大限活用し

たり、あなたの体験を載せたり、お店の人や観光客にインタビューしたりするなど、あなただけのオリジナルパンフ

レットを作成してください。

方 法：①那須の観光地からテーマを１つ選び、外国人に紹介する文を作る。

②４～５人のグループを作り、役割を分担する。

③インターネットや雑誌、自分の体験や調べたことなどの情報を集める。情報を的確に伝えられる

よう英語に直し、Ａ４版１～２枚程度にまとめる。

④自分たちや他のグループが作成したパンフレットを評価する （自己評価・相互評価）。

掲載内容：① として、住所、電話番号、営業時間、休業日、料金、駐車場を掲載する。General Information

②写真や地図もあるとよい。

③体験談等を盛り込むなど、読み手が引きつけられる工夫を！

目 標：①地元である那須について理解を深める。

②相手に自分の思いを伝えられるようなコミュニカティブな英文を作る。

③他ｸﾞﾙｰﾌﾟの発表を聞いて、そのできばえを評価する。

評価のポ：①グループ内で協力しているか ②進んで情報を集めているか

イント ③英語のつづりや文法は正確か ④指定した掲載内容が正確で充実しているか

⑤工夫があって内容がわかりやすいか（レイアウトも）⑥観光地として行ってみたくなる内容か

（ ～ で を最高とする ）【教師用評価シートと教師による評価結果例】 A C A 。

Commu-Group Prepa-
Name nication Attitude Total CommentNo. ration

Skill
文句が多いが頑張ったA A B B
いろいろと取り組んだA B A A
よくやったA A A A A
よくやったA A A A
もっとまじめにA C C C
準備をしっかりやったB A A A
準備をコツコツやったB B B B
体験談等情報を集めたB B B A B

〃B B A B
はっきり話すとよいB B B B
現地まで足を運んだA C B B
よくまとまっていたC A B B B
大きい声だったA B B B

評価ポイント*
・ ・・・・・・・事前の情報収集などの準備ができている。Preparation
・ ・・・発表において、聞き手に要点がわかりやすく伝わっている。Communication Skill
・ ・・・・・・・・発表時の目線、声の大きさ、発音、抑揚などが適切である。Attitude
・ ・・・・・・・・・パンフレット、発表を総合的にみて満足できる。Total
・ ・・・・・・・ 評価項目以外で何か記載することがあれば記入する。Comment
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プロジェクトの最初の時間に生徒に配布したプリント】【

SAMPLE
Virtual tours at Nasu-Kougen In Japan

Nasu- Kougen is one of the most popular resorts in Japan. There are
many cottages , even the Emperors' cottage. One of the most popular
attentions is the family farm , pasture and amusement park to□□□□

.you

This is a famous pasture modeled on Shall we go for a boat ride?
the scenery in Switzerland. Usually there is a cool wind

blowing on the lake.

写真 絵 写真 絵or or

This is an ultra buggy.
You can ride it over any kind
of terrain. There is a Western-style railroad.

写真 絵 写真 絵or or

You can pet many different animals. The deer dolls are very popular.

写真 絵 写真 絵or or

If you have toddlers or infants, you should visit here. You have a lot of things to enjoy all day＊
long.

General Information
( ) ＊＊＊＊Phone 0287 -76-

NasumachiPlace ＊＊＊ ＊＊＊
It is 10minutes from Nasu ICTraffic
9:00 18:00Bussiness hours ～
NothingRegular holidays
¥1,500Charge

( )Parking 3,000 cars No charge
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Ⅲ 考察・まとめ

今回、那須の観光地というテーマで観光案内パンフレットを作成したが、３ヶ月という比較的短い

期間での活動の割には生徒たちは互いに協力してよく動き、完成に近いものができたと思う。対象ク

ラスは第３学年の観光に関連する学科であり、実習授業としてホテル実習や郷土観光実習など、多く

の観光実習を行っている。そのため、那須にかなり精通している生徒が多く、情報収集は比較的スム

ーズにできた。しかし、英語に関しては苦手意識を持つ生徒が多く、集めた情報を英語にするときに

予想以上に時間がかかった。日頃、授業では会話中心の語句・センテンスを学習しているため、英作

文にはあまり時間をかけていないのが実状である。

１ 課題への取り組みと評価結果

上記の通り、課題への取り組みは比較的スムーズであった。班の中には雑誌やインターネットなど

の間接的な情報を収集するだけではなく、直接、現地に足を運んで情報を収集する生徒もいた。一方

で班の編成や役割分担に手間取り、課題への取り組みに遅れがちな班もあった。いかにして主体的な

学びへと導くかということが今後の課題と思われる。

。 。生徒同士による相互評価と自己評価を導入した いずれも個人ごとではなくグループ単位で行った

集計結果は下記の通りである。

【作品に対するグループごとの自己評価の集計結果】

項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 項目５ 総 合 コメントGroup
Ａ ５ ４ ４ ４ ４ ４

Ｂ ４ ３ ３ ３ ３ ３

Ｃ ５ ５ ４ ４ ３ ４

Ｄ ３ ３ ４ ２ ３ ３

【作品に対するグループごとの相互評価（ 班による他３班への評価結果 】A ）

項目１ 項目２ 項目３ 項目４ 項目５ 総 合 生徒からのコメントGroup
Ｂ ３ ４ ３ ３ ３ ３ 工夫がもう一つ欲しい

Ｃ ４ ５ ５ ４ ４ ４ 体験談がいい

Ｄ ３ ３ ３ ２ ２ ３ レイアウトなど今ひとつ

＊以下の評価ポイントについて５段階で評価

項目１ 情報が正確で、充実している。 （５・４・３・２・１）

２ レイアウトなど、内容がわかりやすい。 （５・４・３・２・１）

３ 観光地として行ってみたくなる内容である。 (５・４・３・２・１）

４ 英文が正確である。 （５・４・３・２・１）

５ 創意と工夫がある。 （５・４・３・２・１）

＊生徒が行った相互評価・自己評価は、完成作品について実施したものであり、準備段階及び発

表に対する評価ではない。準備段階についての自己評価は、アンケート形式で実施し、活動に対

するコメントや反省を自由に記入させた。
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【アンケートからの生徒の感想】

・まとめるのが大変だった。

・英訳するのに時間がかかったけれど、誰かに見てもらうという目的がはっきりしていたの

であまり苦にならなかった。

・もう少し長期的にやった方がいい。

・グループの班員が休みがちで、うまくできなかった。

・パンフレットにして実際に観光案内所に置いて欲しい。そうすればもっと素晴らしいもの

を作ろうという意識が強くなる。

・いい経験になった

・那須のことをわかってるようでわかっていなかった。

・普段、英作文についてあまり勉強していなかったので英語に直す作業が地獄だった。

・自分でもよく頑張った。

・イメージが湧かなくて苦労した。

２ 今後の課題

（１）共同学習の視点から

人と人とが協力しあって学習するのが理想あるが、どうしても特定の生徒に仕事が集中してしま

う。適材適所に仕事を分担し責任を持たせる工夫が必要であった。リーダーが育たなかった班は、

班員の納得いく作品ができずに終わってしまう傾向がある。グループ分けにも工夫が必要である。

（２） の視点からjust-in-time learning
「英語に直す作業が大変だった」という感想からすると、日頃の学習の重要さを生徒に気づかせ

ることも大切であろう。しかし、アンケートにもあるように、目的をはっきりさせ、誰に対して表

現するかを明確にした学習は効果があがることがわかった。常時、外部の目を意識すれば活動意欲

も高まり英語学習に役立つと思われる。次回からは、地元の観光協会等に置いてもらえるような完

成度の高いものが作れるようにしたい。また、利用した外国人の観光客に感想を求めたり、ニーズ

を尋ねたりしてフィードバックをする工夫が必要である。さらに、校内新聞やＰＴＡ新聞等への掲

載も考えたい。そして、良い作品を役所や駅の観光案内インフォメーションに置いてもらうなど、

生徒のやる気を高める工夫が必要である。

今後、自分で写真を撮影したり、地図を作製したりして掲載することが必要である。また、取り

組んだテーマは温泉やレジャー施設に限られていたが、名所・旧跡及びお土産品の食べ物（御用邸

チーズ、地酒、乳製品、ハム）についても取り上げ、生徒の試食の感想も載せていきたい。

（３）コンピュータの活用の視点から

、 、Web上に載せて 海外の高校生とお互いの学校紹介・地元紹介や意見の交換へと発展させると

ますます、 学習や な言語活動を推進できると考える。教師がさらにコンピューjust-in-time authentic
タ技術を習得し、積極的に授業に活かすことが必要である。

（４）評価の視点から

今回行った評価はグループによる相互評価と自己評価のみであった。作成段階で集めた資料や校

正前の作品などをファイルさせたが、学習を振り返るという点では不十分で中途半端に終わった。

ポートフォリオを有効に活用し、成し遂げた過程を評価することが今後の課題である。

（５）英語を使うという視点から

プロジェクトの最初の２時間は英語を使う必要がないといった大きな問題点が残った。資料収集

の段階から、生徒に英語を使用させる工夫が必要である。
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